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水資源開発水系の重要性・水資源機構の業務特性

多目的で複数の都府県に関係する広域かつ利
害が対立する事業を、水資源機構が中立的な
立場に立って、効率かつ適切に運営
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■日本の産業と人口の集中する全国７つの水系において、水の安定供給及び洪水調節等を担っている。
■複数省庁の所管にまたがる多目的かつ広域的な業務を一元的に実施している。

※フルプランエリア：将来の水需給の検討対象地域（原則として市町村単位）

面積

人口
（2009年）

製造品出荷額等
（2008年）

フルプランエリア

フルプランエリアの面積は約１７%であるが、
その人口と製造品出荷額等は約半数を占める。

フルプランエリア外

ＧＤＰ
（2003年）

約420㎥/s

約３５０㎥/s（８４％）

フルプランエリア
の開発水量

水資源機構事業シェア

●水資源開発水系
（フルプランエリア）

●水資源機構の業務と主務大臣
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一元的に実施

農林水産大臣

経済産業大臣

厚生労働大臣

ダム、水路等の
水資源開発施設の機能

主務大臣

流水の正常な機能の維持

洪水被害の軽減

国土交通大臣

農業用水の確保・供給

水道用水の確保・供給

工業用水の確保・供給



水資源機構の業務
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用水路

調整池

水利用の変動があっても、
安定して水を送るための
調整池

浄水場

浄水場

《工業用水》

経済活動を支え
る重要な水

年・季節によって雨の降
り方が異なる。

短くて急峻な河川。
上流で降った雨は、海まですぐに到達する。

限られたダム適地。

一箇所で治水、利水等の機
能を持つ多目的ダム

多くの水を取水地点から浄水場など
に運ぶ長い幹線水路。

末端の異なる利水者に、必要な水量
を確実に届ける必要がある

堰
複数目的の水を取水する堰。

水位の安定化を図るとともに、適正な水質を
確保

ポンプ場

高低差のある地域に水を
送るためのポンプ場

※水資源機構が建設、
管理する施設 ダム

《水道用水》

人々の暮らしに
必要な水

《農業用水》

水田や畑作など
に利用される水

■産業の発展及び人口の集中に伴い用水を必要とする地域（三大都市圏、四国及び北部九州）に対する水の安定的な供給の
確保が必要
■この目的を達成するため、日常的に施設の巡視・点検・整備を行い、各施設が確実に機能するよう保全と管理を行うとともに、
ダム等では利水放流や洪水調節、用水路等では複数利水者との配水調整及び施設制御を実施
■現在約３，０００kmの水路施設、１５箇所の堰・頭首工、１２６ｋｍの湖岸堤、４７箇所のダム・調整池、７８箇所のポンプ場の施

設を３６５日・２４時間、休むことなく降雨の状況や需要の変動に応じたきめ細やかな運用を実施



水資源機構が整備、管理等行う施設
業務の概要
水資源の開発又は利用のための施設の改築等及び水資源開発施設等の管理等を行うことにより、産業の発展及び人

口の集中に伴い用水を必要とする地域（三大都市圏、四国及び北部九州）に対する水の安定的な供給の確保を図る。

・ダム・用水路等の新築・改築【平成25年度 9事業 285億円】
水資源開発促進法に規定する水資源開発基本計画（閣議決定）に基づく、利水・治水を目的とするダム、用水路等の

施設の新築又は改築

・ダム・用水路等の管理【平成25年度 52施設 358億円】
水資源開発促進法に規定する水資源開発基本計画（閣議決定）に

基づき新築又は改築したダム、用水路等の施設の
操作、維持、修繕その他の管理
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水資源機構の役割と効果

施設調査

洪水 渇水

地震 事故

洪水調節
渇水調整

地震時
点検

応急復旧

節水操作

浸水被害
リスク 供給影響

リスク
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２４時間監視・制御

各利水者からの申し込み水量を取
りまとめ、降雨の状況を見ながら、
取水堰地点流量等を確認し、取水
配水調整を行う。

平成25年台風18号における日吉
ダムの洪水調節(貯留)状況

平成23年東北地方太平洋沖地震
時の被害調査状況

平成17年の大渇水時にお
ける早明浦ダムの貯水状況

平成19年の福岡導水漏水出水時
の応急復旧状況

トンネル内部の点検状況 4

■水資源機構による水の安定供給
・水道用水給水可能人口 約 ３，８００万人 ・工業生産への貢献 約 １４．１兆円
・かんがい面積 約 ２２７，０００ha ・洪水はん濫区域内人口 約 １，９００万人

■３６５日・２４時間の安定供給
水源から下流受益地までを、３６５日間２４時間一時も休むことなく、降雨の状況や需要の変動に応じたダムや水路

のきめ細やかな操作をしている。
■国民の生命・財産を守るための防災機関としての役割

流量の制御など洪水被害の軽減を行っている。



広域な水系における総合的な水資源管理と利害調整
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水源県

A県 C県

B県

■複数都府県にまたがる水系において、広域的かつ多数の関係者に対して公平な水資源の配分を行う
には、利害を越えた中立で高い公共性が必要
■水資源開発の計画・費用負担調整から毎日の配水に至るさまざまな利害に対する調整を実施

利害 利害

流域外

凡例

水道用水（厚生労働省所管）

農業用水（農林水産省所管）

工業用水（経済産業省所管）

浄化用水（国土交通省所管）

利水等関係者の区分

治水部局（国土交通省所管）

河口堰

用水路

用水路

②流域内・外の利害
人口や産業の集中に伴い、

本来は水が行かない地域
へ水を配分する。

①上下流、左右岸の利害
1つの河川の水資源を公平に分配す
るための利害。

洪水時の上流域から下流域までの
危険分散にも利害が生じる。

用水路

確実に水が
ほしい！

上流優先
だ！

水が下流
まで来ない！

右岸は
使い過ぎだ！

農業用水の取水が
変動するので水道の
取水が安定しない。

利害

洪水で堤防が
あふれそうだ！

堰
利害

ダム

都市住民は、
水源地の苦労
を知らない。

水道・工業用水
（安定した供給が必要）

農業用水
（降雨や作物の
生育で日々変動）

③用途間の利害

毎日変動するそれぞれの用途の水需
要に対しても公平に水を配分する。



利害の異なる利水者に対する水配分（吉野川水系の例）

香川県

高知県

徳島●

●高松

徳島県

●高知

愛媛県

高知分水

流域界

フルプランエリア（流域外）

フルプランエリア（流域内）

流域外への主な導水路等

ダム 堰

※フルプランエリア：将来の水需給の検討対象地域（原則として市町村単位）

県内水源が乏しく、頻発する渇水
（高松市水道用水の６１％（H19実績）を

香川用水に依存）

早明浦ダム

香川用水
香川用水調整池

利害を調整
吉野川水系吉野川水系

香川県香川県

■吉野川水系では、利害の異なる４県の間で、各県の利害調整を図り、流域外へも導水を実施
■施設完成後も、利水者調整をして適切な配水を行うとともに、渇水時や洪水時には適切に施設管理

古くから、吉野川の洪水被害に苦慮
（早明浦ダムでは管理開始以来３４年間で
８７回の洪水調節を実施）

徳島県

Ｈ１６洪水（台風２３号）
浸水面積：10,755ha
床上浸水： 884戸
床下浸水： 2,432戸
※旧吉野川沿川含む

池田ダム
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渇水への対応事例（平成２５年の吉野川水系の例）

■吉野川局において関係機関と渇水調整や施設運用の事前調整を実施するとともに、各管理所において
取水制限期間中、２４時間体制でダム・水路のきめ細かな水管理により水の有効利用を行った結果、渇水
被害の軽減に貢献できた。

きめ細かな操作

平成２５年８月２日～９月４日
制限日数３４日間・最大５０％

水資源機構職員が２４時間体制で
きめ細かな水管理、降雨を有効活用（約１ヶ月間）

[早明浦ダム]利水補給量の変更作業(延べ７２回)

[池田ダム]早明浦ダム下流の降雨を有効活用する
運用（１回）

[香川用水]送水量変更制御（取水口９回、
６８ヶ所の分水工で延べ１０７回）

調整池（補給日数１３日総補給量３５４千m3）

きめ細かな操作

約1,600万ｍ3※を有効活用すること
によって、渇水被害の軽減に貢献

香川用水の分水工

渇水時の早明浦ダム

施設管理における水の有効活用

※仮に香川県の給水人口約９２万９千人に配分
した場合には約46日分の使用水量に相当

[吉野川局]

渇水調整会議(10回)
・取水制限量の調整
・一時解除時期の調整

機構施設の運用に係る
各県との事前調整(7回)
・池田ダムの貯留運用
の調整（徳島県）

・香川用水調整池（宝
山湖）の運用の調整
（香川県）

・旧吉野川河口堰の
ゲート運用の調整
（徳島県）
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池田ダム

関係機関との調整

池田ダム

降雨の有効活用



青蓮寺ダム

比奈知ダム

室生ダム

名張

地点

浸水想定区域

ショ ウレンジ

ヒナチ

ムロウ

洪水への対応事例（平成２１年、２５年の淀川水系名張川上流３ダムの例）

■木津川ダム総合管理所では、平成２１年１０月８日の出水時には、
・名張市街地(三重県)で、洪水はん濫被害の発生の可能性ありと判断、
・時々刻々と変化する降雨、上流からダムへの流入量、下流の河川水位等の見通しを予測しながら、
・所長指揮の下に名張川上流３ダムを連携させ、洪水を大幅にダムに貯留するように制御。

■その結果、名張市街地を流れる名張川の水位を約１．８ｍ低下させ（名張地点）、約１，１８０戸の浸水被害を回避。
■同様に、平成２５年９月１６日の出水時でも、平成２１年のノウハウを活かして洪水調節し、名張地点の水位を約０．７ｍ
低下させ被害を防止。
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名張市街地

宇陀川
（室生ダム）

名張地点

写真撮影位置

名
張
川

(

青
蓮
寺
ダ
ム

・
比
奈
知
ダ
ム
）

近鉄線

■市民の方々の感謝
の言葉とともに名張市
長からは感謝状(２１
年）及び謝辞（２５年）
を頂いた。

新町橋より上流（H21.10.8 6時撮影）

■名張川上流3ダ
ムの洪水調節が
評価され、土木学
会賞「技術賞」を
受賞（２２年）。

ダム流入量

連携制御しない場合の洪水調節

により、ダムに貯留する洪水の量

さらにダムに貯留する洪水の量

洪水調節イメージ図

このような制御を、木津川ダム総合管理所が司令塔となり、３ダムを連携

ダム放流量

ダム流入量

時間

流量

木津川ダム
総合管理所
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)

ダムが無かった場合と比較し
て、約１．８ｍ低下

名張地点の水位変化（H21.10.8）

実績水位
ダムがない場合の水位

計画高水位 7.99m

はん濫危険水位 7.60m

避難判断水位 6.80m
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